
 

さ
い
た
ま
市
障
害
者
社

会
参
加
推
進
協
議
会
は
五

月
二
十
六
日
、
本
年
度
第

一
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、

新
し
い
委
員
を
含
め
て
二

十
一
名
の
方
に
委
員
の
依

嘱
を
し
、
本
年
度
の
事
業

の
承
認
を
得
ま
し
た
。

各
団
体
は
九
つ
の
事
業

を
今
年
度
い
っ
ぱ
い
か
け

て
進
め
て
行
き
ま
す
。
各

事
業
は
市
報
に
も
掲
載
さ

れ
ま
す
。
関
係
者
は
も
ち

ろ
ん
、
市
民
の
方
々
に
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

写
真
上

実
施
内
容
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
る
実

行
委
員
の
み
な
さ
ん

写
真
下

手
話
教
室
第
一
回

目
の
講
師
は
聴
覚
障

害
者
協
会
の
町
田
健

一
さ
ん
で
し
た
。

第１３号

平
成
二
十
年
度

新
し
い
年
度
の
事
業
推
進
へ

（１）平成２０年９月１０日 第１３号さいたま市障害者社会参加推進センターだより



今
年
の
企
画
は
九
事
業

今
年
の
生
活
訓
練
等
事
業
は
、
予

算
が
昨
年
度
よ
り
約
一
割
も
削
減
さ

れ
た
関
係
も
あ
っ
て
、家
族
教
室
四
、

生
活
訓
練
事
業
五
と
い
う
九
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
企
画
も
、
地
域
の
障
害

者
の
ニ
ー
ズ
が
反
映
さ
れ
、
多
く
の

障
害
者
や
そ
の
家
族
を
は
じ
め
、
一

般
市
民
の
参
加
も
得
ら
れ
る
よ
う
な

企
画
を
と
、
各
加
盟
団
体
で
論
議
さ

れ
た
も
の
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
九
事
業
は
、
各
加
盟
団
体
か

ら
出
さ
れ
た
企
画
書
を
四
月
二
十
八

日
の
第
一
回
事
業
委
員
会
で
検
討
協

議
し
、
五
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ

た
第
一
回
社
会
参
加
推
進
協
議
会
総

会
で
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
企
画
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
、
各
企
画
ご
と
に
企
画
実
行
委

員
会
が
組
織
さ
れ
、
今
年
度
も
す
で

に
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
企
画
の
中
か
ら
、
い
く

つ
か
の
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
、
多

く
の
皆
さ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
に

関
心
を
寄
せ
、
そ
し
て
参
加
さ
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

大
盛
況
の
「
手
話
教
室
」

一
つ
目
の
事
業
は
、
す
で
に
始
ま

っ
て
い
る
「
手
話
教
室
」
で
す
。
こ

の
事
業
は
、
毎
年
恒
例
の
事
業
と
し

て
、
さ
い
た
ま
市
難
聴
者
・
中
途
失

聴
者
協
会
が
中
心
に
な
っ
て
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
始
め
の
こ
ろ
は
な
か

な
か
人
が
集
ま
ら
ず
、
さ
い
た
ま
市

外
の
人
に
ま
で
呼
び
か
け
て
、
事
業

の
成
功
の
た
め
に
苦
労
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
、
定
員
三
十
五

名
の
と
こ
ろ
百
名
近
く
の
希
望
者
が

あ
り
、
お
断
り
す
る
の
が
大
変
だ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
「
手
話
教
室
」
の
う
れ
し
い

事
例
は
、
障
害
者
に
対
す
る
関
心
の

深
ま
り
と
共
に
、
一
つ
の
事
業
を
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

知
り
た
い

二
つ
目
に
紹
介
し
た
い
企
画
は
、

さ
い
た
ま
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

か
ら
出
さ
れ
て
き
た
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
と
障
害
者
」
と
い
う
企
画

に
つ
い
て
で
す
。

こ
の
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
は
、
高
齢
者
を
七
十

五
歳
と
い
う
年
齢
で
一
律
に
区
切
っ

て
差
別
す
る
制
度
で
す
が
、
障
害
者

は
、
そ
れ
よ
り
十
歳
も
若
い
六
十
五

歳
か
ら
七
十
四
歳
の
人
も
対
象
に
な

っ
て
い
ま
す
。
加
入
す
る
か
ど
う
か

は
本
人
の
選
択
に
任
さ
れ
て
い
ま
す

が
、「
加
入
し
ま
せ
ん
」
と
い
う
書

類
を
出
し
忘
れ
て
し
ま
っ
た
た
め

に
、
不
本
意
な
が
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
障
害
者
の
声
も
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
名
前
が
実
に
冷
た
い
。
愛
情
の
抜

け
た
や
り
方
に
、
老
人
が
全
部
反
発

し
て
い
る
」（
中
曽
根
康
弘
元
首
相
）

今
年
度
の
事
業
の
ポ
イ
ン
ト

知知
りり
たた
いい
伝伝
ええ
たた
いい
とと
思思
うう
気気
持持
ちち
をを
大大
切切
にに

さ
い
た
ま
市
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

望

月

武
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「
私
を
含
め
た
七
十
五
歳
以
上
の
人

た
ち
は
、
も
は
や
用
済
み
と
ば
か
り

に
、
国
が
率
先
し
て
�
姥
捨
て
山
�

を
つ
く
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け

る
」（
堀
内
光
雄
元
総
務
会
長
）
な

ど
自
民
党
内
か
ら
も
声
が
上
が
っ
て

い
る
と
の
報
道
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
制
度
の
廃
止
・
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書
を
可
決
し
た
地
方
議

会
は
六
百
余
に
達
し
、
三
十
五
都
府

県
の
医
師
会
も
こ
の
制
度
の
撤
廃
・

見
直
し
を
要
求
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

さ
い
た
ま
市
で
も
、
八
月
十
日
に

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を

求
め
る
さ
い
た
ま
市
民
の
会
」
の
設

立
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
同
会
は

医
師
・
牧
師
・
弁
護
士
・
な
ど
七
十

九
人
が
呼
び
か
け
人
に
名
を
連
ね
て

い
ま
す
。

こ
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て
、
も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
声

に
応
え
て
の
今
回
の
企
画
は
、
講
師

と
し
て
埼
玉
県
保
険
医
協
会
か
ら
四

名
の
医
師
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

岩
槻
、
大
宮
、
浦
和
、
与
野
と
旧
四

市
で
行
わ
れ
ま
す
。
日
時
や
会
場
等

は
市
報
さ
い
た
ま
九
月
号
情
報
オ
ア

シ
ス
欄
に
「
障
害
者
社
会
参
加
推
進

セ
ン
タ
ー
の
催
し
」
と
し
て
、
他
の

二
つ
の
企
画
と
共
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
さ
い
た
ま
市
障
害
者
協

議
会
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

�いたま市難聴者・
中途失聴者協会

「「手手 話話 教教 室室」」
これからの予定

▲

９月２１日▲

１０月５日・１２日・
２６日▲

１１月１６日・３０日

全８回のうち９月
以降のもの６回
時間はいずれも１３
時３０分から１６時３０分
まで
会場は大宮ふれあ
い福祉センター

�いたま市身体障害者福祉協会 家族教室実施予定
９月１４日� １４：００～１６：００

大宮ふれあい福祉センター

講師：埼玉県保険医協会
山崎 利彦 氏

さいたま市浦和区
山崎外科泌尿器科クリニック 院長

定員５０名

１０月２５日� １４：００～１６：００

与野本町コミュニティセンター

講師：埼玉県保険医協会
大場 敏明 氏

三郷市
クリニックふれあい早稲田 院長

定員５０名

９月１２日� １４：００～１６：００

岩槻区保健センター内（旧身障会館）

講師：埼玉県保険医協会
松本 光正 氏

さいたま市西区
医療生協おおみや診療所 医師

定員５０名

１０月１５日� １４：００～１６：００

岸町公民館

講師：埼玉県保険医協会
橋本 英二郎 氏

さいたま市西区
橋本内科クリニック 院長

定員５０名

９

月

１０

月

配布するビラを過不足ないように数える身体障害者福祉協会のみなさん
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障
害
者
芸
術
文
化
祭

事
業
を
や
っ
て
い
ま
す

新
潟
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進

セ
ン
タ
ー
所
長

荒
井

武
雄

さ
い
た
ま
市
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。
二
度
に
わ
た
る
大
災
害
に
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
支
援
と

励
ま
し
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
三
年
県
の

委
託
を
受
け
新
潟
県
身
体
障
害
者
団

体
連
合
会
が
運
営
を
担
っ
て
い
ま

す
。当

セ
ン
タ
ー
が
主
宰
す
る
組
織

は
、
障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会

と
身
体
、
知
的
、
精
神
の
三
部
会
、

企
画
推
進
委
員
会
等
で
す
が
、
事
業

と
し
て
は
、
障
害
者
等
の
相
談
を
受

け
る
障
害
者
一
一
〇
番
事
業
、
県
が

委
嘱
す
る
障
害
者
相
談
員
の
研
修
事

業
等
、
そ
の
他
十
九
年
度
ま
で
は
、

盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
養
成
事
業
が
あ

り
ま
し
た
が
、
二
十
年
度
か
ら
は
連

合
会
が
県
の
指
定
管
理
者
と
し
て
運

営
す
る
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

に
盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・
介
助
員
派

遣
事
業
と
合
わ
せ
て
事
業
を
移
管
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
目
的

の
一
つ
に
聴
覚
障
害
者
へ
の
情
報
伝

達
手
段
の
提
供
を
掲
げ
て
お
り
、
手

話
通
訳
者
の
養
成
か
ら
派
遣
ま
で
一

貫
し
た
事
業
形
成
を
図
り
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
す
こ
と
と
し
ま
し

た
。な

お
、
こ
の
事
業
に
加
わ
る
た
め

に
登
録
さ
れ
た
通
訳
・
介
助
員
は
、

現
在
七
十
五
名
、サ
ー
ビ
ス
利
用
盲
ろ

う
者
は
二
十
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
の
芸
術
文
化
活
動

の
振
興
に
よ
り
、
自
立
と
豊
か
で
潤

い
の
あ
る
日
常
生
活
の
実
現
を
図
る

た
め
、
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
「
障

害
者
芸
術
文
化
祭
」
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
当
セ
ン
タ

ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
「
新
潟
ふ
れ

愛
プ
ラ
ザ
」
の
障
害
者
週
間
の
イ
ベ

ン
ト
の
一
つ
と
し
て
実
施
し
、
多
く

の
来
場
者
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
推

進
は
推
進
セ
ン
タ
ー
の
重
大
な
使
命

で
あ
り
ま
す
が
、
小
さ
な
成
果
を
積

み
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

最
近
の
悪
質
な
架
空
請
求
や
振
り
込
め
詐

欺
、
Ｓ
Ｆ
商
法
、
点
検
商
法
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
商
法
、
次
々
販
売
、
訪
問
販
売
な
ど
の
巧

妙
な
手
口
の
数
々
、
心
理
的
な
弱
み
に
付
け

入
る
方
法
の
実
態
を
聞
き
、
そ
の
巧
み
さ
に

は
驚
か
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
さ
い
た
ま
市
障
害
者
協
議
会
の

一
一
〇
番
相
談
に
は
消
費
者
問
題
は
あ
ま
り

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
会
員
の
息
子
さ

ん
で
携
帯
電
話
が
ら
み
で
お
金
を
請
求
さ

れ
、
二
十
万
円
く
ら
い
払
っ
て
し
ま
っ
て
か

ら
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
が
、
払
っ
て

し
ま
っ
た
お
金
は
返
ら
な
い
。
決
し
て
脅
し

に
乗
ら
ず
放
っ
て
お
く
の
が
一
番
で
後
で
何

の
問
題
も
起
き
な
い
そ
う
だ
。

強
制
的
な
物
言
い
に
ひ
る
む
と
付
け
込
ま

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
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障
害
者
一
一
〇
番

研
修
会
参
加
報
告

実
施
日

平
成
二
十
年
七
月
九
日

会

場

虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル

内

容

「
あ
、
い
、
う
、
え
、
お
の

契
約
社
会
」
〜
最
近
の
悪
質
な

手
口
と
特
徴
…
障
害
者
、
高
齢

者
の
実
例
を
ふ
ま
え
て
〜

講

師

岩
澤
禮
子（
全
国
消
費
生
活
相

談
員
協
会
消
費
生
活
専
門
相
談
員
）

こ
ん
に

ち

は

新潟県社会参加推進センター相談員研修会グループ討議
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静
岡
市
障
害
者
相
談
支
援

推
進
セ
ン
タ
ー
の
運
営よ

し
ひ
ろ

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

牧
野

善
浴

静
岡
市
障
害
者
協
会
は
、
平
成
十

七
年
九
月
に
身
体
・
知
的
・
精
神
の

三
つ
の
障
害
当
事
者
及
び
家
族
の
会

が
集
ま
っ
て
発
足
し
た
団
体
（
約
三

十
団
体
）
で
す
。
現
在
は
会
員
に
対

す
る
研
修
事
業
や
防
災
事
業
な
ど
独

自
事
業
と
静
岡
市
か
ら
の
委
託
事
業

（
静
岡
市
障
害
者
相
談
支
援
推
進
セ

ン
タ
ー
の
運
営
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。今

回
は
「
障
害
者
相
談
支
援
連
絡

調
整
会
議
」（
以
下
、
連
絡
調
整
会

議
）
と
「
障
害
者
一
一
〇
番
事
業
」

を
紹
介
し
ま
す
。

連
絡
調
整
会
議
は
、
静
岡
市
が
年

二
回
開
催
す
る
「
静
岡
市
障
害
者
自

立
支
援
協
議
会
」
と
連
携
す
る
実
働

的
組
織
と
し
て
平
成
十
九
年
六
月
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
三
障
害
の
相
談

支
援
事
業
者
を
中
心
に
関
係
者
（
約

三
十
名
）
の
定
期
的
な
協
議
の
場
と

し
て
毎
月
一
回
開
催
さ
れ
、
困
難
事

例
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
支
援

の
調
整
や
課
題
の
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。

今
年
度
は
地
域
生
活
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
、
地
域
移
行
へ
の
受
け

皿
や
人
的
資
源
、
公
的
支
援
の
し
く

み
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
地
域
生
活

支
援
部
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、障
害
者
一
一
〇
番
事
業
は
、

障
害
者
の
日
常
生
活
で
起
こ
る
困
り

ご
と
や
権
利
擁
護
に
対
応
す
る
た
め

の
相
談
窓
口
で
す
。障
害
別
相
談（
火

曜
／
知
的
、
水
曜
／
身
体
、
木
曜
／

精
神
）
で
は
、
研
修
を
受
け
た
障
害

当
事
者
や
家
族
の
団
体
の
約
三
十
名

が
対
応
し
て
い
ま
す
。
常
設
相
談
で

は
社
会
福
祉
士
等
の
職
員
が
対
応
し

て
い
ま
す
。

事
業
を
開
始
し
た
当
初
は
月
十
件

程
度
し
か
な
か
っ
た
相
談
も
、
昨
年

度
は
七
五
二
件
と
大
幅
に
増
加
し
ま

し
た
。
相
談
の
内
容
も
傾
聴
で
済
む

内
容
か
ら
相
談
支
援
事
業
者
に
引
き

継
い
だ
り
、
弁
護
士
相
談
や
法
テ
ラ

ス
に
つ
な
げ
る
も
の
ま
で
幅
広
く
な

っ
て
い
ま
す
。

三
障
害
の
団
体
と
い
う
新
し
い
形

で
の
取
り
組
み
で
す
が
、
当
事
者
の

地
域
生
活
の
充
実
を
目
指
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

れ
る
。
断
る
と
き
は
「
い
い
で
す
」
で
は
な

く
「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
と
き
っ
ぱ
り
断
る

こ
と
。
決
し
て
引
っ
か
か
ら
な
い
と
信
じ
て

い
る
我
々
も
危
な
い
そ
う
で
、
大
変
参
考
に

な
っ
た
。

さ
い
た
ま
市
精
神
障
害
者
家
族
会
連
絡
会

飯
塚

壽
美

午
後
の
「
相
談
事
例
か
ら
消
費
者
問
題
を

考
え
る
」
で
は
、
全
参
加
者
を
以
下
の
三
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
経
過
を
報
告
す

る
と
の
ス
タ
イ
ル
で
、
面
白
み
は
あ
っ
た
が

全
体
と
し
て
拙
速
の
感
は
否
め
ず
、
消
化
不

良
に
終
わ
っ
た
。

﹇
事
例
﹈

一
、
統
合
失
調
症
を
持
つ
障
害
者
か
ら
の
多

重
債
務
相
談

二
、
障
害
者
用
便
座
を
め
ぐ
る
商
品
メ
ー
カ

ー
と
業
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル

三
、
知
的
障
害
者
へ
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ

ヤ
ル
利
用
に
関
わ
る
架
空
・
不
当
請
求

ち
な
み
に
、
あ
い
う
え
お
の
契
約
社
会
と

は
…

あ
と
一
日
よ
く
考
え
て
契
約

い
ら
な
い
と
き
は
は
っ
き
り
断
る

う
か
つ
に
署
名
、
捺
印
し
な
い

え
ん
り
ょ
し
な
い
で
契
約
内
容
を
確
か
め
る

お
金
は
す
ぐ
に
払
わ
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
い
た
ま
市
精
神
障
害
者
家
族
会
連
絡
会

川
島

哲
也

出張障害者１１０番での弁護士相談の様子

（５）平成２０年９月１０日 第１３号さいたま市障害者社会参加推進センターだより



社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
は
、

社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
社
会
福
祉
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
全
国
・

都
道
府
県
・
市
区
町
村
の
そ
れ
ぞ
れ

に
組
織
さ
れ
、
地
域
福
祉
の
実
現
を

具
体
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
担
い

手
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
団
体

（
社
会
福
祉
法
人
）
で
す
。

ま
た
、
そ
の
活
動
は
住
民
主
体
の

原
則
に
基
づ
い
て
、
地
域
が
抱
え
る

種
々
の
福
祉
課
題
を
地
域
全
体
の
問

題
と
し
て
捉
え
、
皆
で
考
え
、
話
し

合
い
、
活
動
を
計
画
し
、
協
力
し
て

解
決
を
図
る
こ
と
を
通
し
て
、
福
祉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
地
域
福
祉

の
推
進
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
社
協
は
、旧
市
合
併
、

政
令
指
定
都
市
へ
の
移
行
に
伴
い
十

区
に
区
事
務
所
を
設
置
し
、
そ
の
他

に
法
人
運
営
や
事
業
の
全
市
的
な
調

整
等
を
行
う
本
部
機
能
を
浦
和
区
に

置
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
の
た
め
の
基
礎
組
織
と
し
て
、
市

域
を
四
十
七
地
区
に
分
割
し
、
自
治

会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
福
祉
施
設
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
し
、
地
域
福
祉
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
�
認
知
症

の
方
、
知
的
障
害
・
精
神
障
害
の
あ

る
方
を
対
象
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
手
続
き
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
を

行
う
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
通

称
�
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
さ
い
た

ま
）、
�
調
理
や
買
い
物
が
困
難
で

見
守
り
が
必
要
な
方
を
対
象
と
し
た

宅
配
食
事
サ
ー
ビ
ス
、
�
家
事
援
助

等
を
有
償
で
行
う
あ
お
ぞ
ら
サ
ー
ビ

ス
、
�
手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
奉

仕
員
の
派
遣
、
聴
覚
障
害
者
相
談
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
は
、
�
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
関
す
る
苦
情
等
の
相
談
に

応
じ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
相
談
窓

口
、
�
日
常
生
活
上
の
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
応
じ
る
心
配
ご
と
相
談
所
の
開

設
、
�
社
会
福
祉
事
業
者
の
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
専
門
的
・
客
観

的
に
評
価
を
行
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第

三
者
評
価
、
�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
や
支
援
、
福
祉
教
育
、
�
福
祉
情

報
等
を
一
元
的
に
把
握
・
発
信
す
る

と
共
に
福
祉
に
関
す
る
学
習
・
研
修

を
行
い
人
材
育
成
や
福
祉
意
識
の
向

上
を
図
る
地
域
福
祉
・
情
報
研
修
セ

ン
タ
ー
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
社
協
は
、
地
域
の
多

く
の
方
々
の
参
加
と
協
力
に
よ
っ

て
、
支
え
ら
れ
て
い
る
団
体
で
す
。

皆
様
の
声
を
ど
し
ど
し
寄
せ
て
い
た

だ
き
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
街
づ
く

り
を
、
と
も
に
進
め
て
い
け
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

社
会
参
加
推
進
協
議
会
委
員
と
し
て

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
ががががががががががががががががががががががががががが
抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱
えええええええええええええええええええええええええええ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課課
題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題
ををををををををををををををををををををををををををを
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
ししししししししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててててててててて
解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決

さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
課

川

島

正

弘

平成２０年度
社会参加推進協議会委員

所属
部会

身体

知的

身体

精神

身体

身体

身体

身体

身体

知的

身体

身体

身体

身体

身体

知的

精神

氏 名

田口秀之助

浅輪田鶴子

松岡 英嘉

川島 哲也

牧野 悦子

長谷川一郎

�新渡邉シヅ子

�新小池 和子

小泉 俊男

浅賀 朱美

のぶ じ

�新矢嶋 脩司

神田 正子

�新渡辺 郁江

関根 健二

中野 勇

羽生田千草

まさはる

�新竹内 政治

細見 俊孝

�新川島 正弘

清水 雅子

望月 武

所 属

�いたま市身体障
害者福祉協会

�いたま市手をつ
なぐ育成会

�日本オストミー
協会�いたま市支部
�いたま市精神障
害者家族会連絡会

�いたま市聴覚障
害者協会

�いたま市視覚障
害者協会

NPO法人�いたま市
障害難病団体協議会

�いたま市難聴者・
中途失聴者協会

�いたま市肢体不
自由児・者父母の会

障害者（児）の生活と権利
を守る�いたま市民の会
ノーマライズ
うらわ

OMIYAばりあ
フリー研究会

�埼玉県筋ジストロフィ
ー協会�いたま市支部

虹の会

身体障害者相談員
代表

知的障害者相談員
代表

精神障害者相談員
代表

�いたま市保健福祉
局福祉部障害福祉課

�いたま市社会福
祉協議会事業課

�いたま市保健所
精神保健課

�いたま市障害者社会参
加推進センターセンター長

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

敬称略
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テ ー マ ・ 内 容 等

手話の実技指導と難聴者の体験発表
家族間の円滑なコミュニケーションを図るため、基
礎程度の手話の学習をします。

「後期高齢者医療制度と障害者」
この制度は複雑で分かりにくい（６５歳～７４歳の医療
費減免措置の障害者はこの制度に加入したほうがよ
いのか等）
専門家の埼玉県保険医協会講師にお話をうかがいま
す。

精神科医療について改めて考える。
地域生活支援センターに出来ることは？
�講師：日本精神神経科診療所協会副会長
平川博之氏「必要な精神疾患への早期支援」
�パネルディスカッション
「家族体験から望む医療と社会の役割」

「地域の中で誰もが自分らしく生きていくために」
講師：さいたま市地域自立支援協議会会長 埼玉大
学准教授 宗澤 忠雄氏
“地域生活支援事業”についてさいたま市の取り組
みや活用例から考える。

「動脈硬化の効果的な予防法」
～血管を若く保つ生活習慣～
講師：自治医科大学附属さいたま医療センター 川
上正舒（まさのぶ）センター長

「障害者週間」を記念して広く市民といっしょに障
害について考える催しです。
市セレモニー、障害者作品展、講演、音楽演奏、授
産品の販売、福祉機器体験など

音声パソコン、拡大読書器等の体験学習。
講演：「視覚障害者のための最先端福祉機器・日常
用具の現状」

「身体をとおしたコミュニケーション」
講師：春木 豊氏（県立川島ひばり養護学校教諭）
予定
身体の訓練を通して、心も体もほぐすことを目的に
実技指導。

心のケアーを主の医療講習
第１部 医師による医療講習
第２部 ストーマケアーについて
補装具業者による製品展示会

テーマ「ろうの文化」
一般市民に手話言語への理解を深めてもらい、障害
者と交流を図ります。また、ろう者の文化とふれあ
い、障害者運動がどのようなものであるかを知って
もらいます。

（注）上記掲載内容は平成２０年８月現在の予定で、変更になる可能性もあります。

対象／定員

市内在住または
在勤の難聴者と
その家族ほか
各３５名

市内の障害者及
びこの問題に関
心のある方
各５０名

会員・一般市民
９０名

一般市民 ６０名

９６名

市内在住、また
は在勤の方

市内在住、また
は在勤の方
９０名

心身障害児・者
と家族、介護従
事者及び関心の
ある方 ５０名

内部障害者とそ
の家族 １００名

聴覚障害者、手
話を学ぶ方、一
般市民など

開 催 日 ／ 場 所

８月２４・３１日、９月２１日、
１０月５・１２・２６日、１１月１６・
３０日の（全て日曜日）全８回
大宮ふれあい福祉センター

９月１２日�岩槻保健センタ
ー内（旧身障会館）
９月１４日� 大宮ふれあい
福祉センター
１０月１５日�岸町公民館
１０月２５日�与野本町コミュ
ニティセンター

９月２１日�
浦和コミュニティセンター
第１３集会室

１０月２日�
埼玉県障害者交流センター
ホール

１１月８日�
鈴谷公民館 大会議室

１１月２９日�
与野本町コミュニティセン
ター

１２月７日�
与野本町コミュニティセン
ター

１月３１日�予定
鈴谷公民館 予定

２月２２日�
浦和ふれあい館

２月２８日�
埼玉県障害者交流センター
ホール

事業名／開催団体

家族教室開催事業
（身体）

家族教室開催事業
（身体）

家族教室開催事業
（精神）

家族教室開催事業
（知的）

生活訓練開催事業
（身体）

「障害者週間」
市民の集い

生活訓練開催事業
（身体）

生活訓練開催事業
（身体）

生活訓練開催事業
（身体）

生活訓練開催事業
（身体）

平成２０年度 社会参加推進センター開催事業一覧

（７）平成２０年９月１０日 第１３号さいたま市障害者社会参加推進センターだより
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「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
い

わ
れ
た
昭
和
三
十
年
代
に
生
ま
れ
育

っ
て
五
十
年
。
け
っ
こ
う
刺
激
的
な

日
々
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
子

供
の
こ
ろ
は
映
画
「
三
丁
目
の
夕

日
」
そ
の
ま
ま
の
高
度
成
長
期
の
時

代
の
中
で
の
び
の
び
と
過
ご
し
て
き

ま
し
た
。
二
十
代
に
入
り
学
校
を
出

て
社
会
人
と
な
り
結
婚
出
産
と
平
凡

な
が
ら
幸
せ
ロ
ー
ド
を
歩
い
て
い
た

の
で
す
。

と
こ
ろ
が
三
十
代
に
入
り
急
に
目

が
見
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
し

た
。
物
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
転
ん
だ
り

字
が
読
め
な
く
な
っ
た
り
と
、
見
え

る
よ
う
な
見
え
な
い
よ
う
な
中
途
半

端
な
中
で
の
子
育
て
は
、
自
信
が
無

く
不
安
で
た
ま
ら
な
く
緊
張
の
日
々

で
し
た
。

子
供
た
ち
が
寝
静
ま
り
、
夫
の
帰

り
を
待
っ
て
い
る
時
間
が
ホ
ッ
と
気

が
休
ま
る
時
間
で
も
あ
り
現
実
逃
避

を
考
え
て
し
ま
う
魔
の
瞬
間
で
も
あ

り
ま
し
た
。
妻
で
あ
り
母
で
あ
る
私

の
顔
は
生
気
が
無
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

今
で
は
子
供
た
ち
も
成
人
し
、
私

の
障
害
な
ど
気
に
す
る
様
子
も
あ
り

ま
せ
ん
。
夫
は
見
え
な
く
て
も
色
々

気
づ
い
て
し
ま
う
の
で
浮
気
も
で
き

な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
障
害
を
こ

だ
わ
っ
て
い
る
の
は
家
族
で
な
く
私

自
身
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

あ
の
時
、
今
の
平
穏
な
日
々
を
想

像
す
る
こ
と
な
ど
で
き
ず
苦
し
さ
に

も
が
い
て
い
ま
し
た
が
、
時
が
必
ず

い
や
し
て
く
れ
る
も
の
だ
な
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
見
え
な
く
な
っ
た
こ

と
が
バ
ネ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、

あ
れ
も
こ
れ
も
や
っ
て
み
た
い
と
思

い
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
時
、
私
の
父
親
の
よ
う
な
方

か
ら
亡
く
な
る
前
に
「
も
う
す
ぐ
五

十
に
届
き
そ
う
？

ま
だ
ま
だ
子

供
。
人
間
は
死
ぬ
ま
で
子
供
。
益
々

成
長
し
て
立
派
な
社
会
人
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
見
え
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
色
々
見
え
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
ん
だ
よ
。
見
え
な
い
か
ら
と
目

を
閉
じ
て
い
て
は
だ
め
。
ま
ば
た
き

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
つ
か
再
会
し
た
時
「
明
美
さ
ん

も
大
人
に
な
っ
た
ね
」
と
言
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
障
害
に
甘
え
ず
見
え

な
い
か
ら
で
き
る
と
い
う
力
を
養
え

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

藤崎明美さんプロフィール

昭和３２年１０月３０日生

家族は夫・二女一男・犬一ぴき

地元�いたま市に生まれ育ち
生活して５０年。

平凡な専業主婦です。

広
報
担
当
も
五
年
を
過
ぎ
る
と
、
内
容

も
手
法
も
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
き
て
、
ど
こ

か
で
違
う
と
こ
ろ
を
作
り
出
し
た
い
と
も

が
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
取
り
上
げ
た
の
が
「
他
の
政

令
市
で
は
ど
ん
な
こ
と
や
っ
て
る
の
か
」

と
い
う
視
点
で
お
願
い
し
た
新
潟
県
、
静

岡
市
の
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
の
活
動

で
す
。
実
は
新
潟
市
は
政
令
市
に
な
っ
た

ば
か
り
。
地
震
も
あ
っ
た
し
ど
う
し
て
い

る
か
な
と
思
っ
た
ら
県
と
い
っ
し
ょ
に
や

っ
て
い
る
と
い
う
の
で
、
県
に
原
稿
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

静
岡
市
も
政
令
市
に
な
っ
た
の
は
さ
い

た
ま
市
の
次
で
す
か
ら
、
き
っ
と
い
ろ
い

ろ
悩
み
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

分
離
し
き
れ
な
い
政
令
市
を
見
て
い
る

と
政
令
市
っ
て
何
だ
ろ
う
と
考
え
て
し
ま

い
ま
す
。
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見
え
な
い
か
ら

見
え
る
こ
と
が
あ
る
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第１３号 平成２０年９月１０日（８）さいたま市障害者社会参加推進センターだより


